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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
行
事
等
が
変
更
・

延
期
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
・
参
加
等

を
す
る
場
合
に
は
主
催
者
に
ご
確

認
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
事
等
で
の
感
染
予
防

対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
駐
車
場
　
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
月
額
１
５

０
０
円
）。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

書
▼
締
め
切
り

　
６
月
　
日
（
水
）　
時
ま
で

１５

１６

▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
敷
　
金
　
決
定
家
賃
の
２
か
月

分

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
・
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

基本家賃面積種別住宅番号団地・地区名住宅区分

２０,７００円～６４,１００円７０㎡３ＬＤＫTH ７－１６東光三区地区改良住宅

２５,２００円～７０,３００円７９㎡３ＬＤＫMH１２－１３文珠高台団地公営住宅

市
営
住
宅
入
居
者
募

市
営
住
宅
入
居
者
募
集集

■募集住宅

セ
ン
タ
ー
「
み
ん
く
る
」（
滝

川
市
栄
町
３
丁
目
６
番
　
号
）

２８

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
滝

川
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支

援
係
（
緯
２
４
・
６
２
０
１
）

　
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
が
い
て
、

同
じ
境
遇
の
家
族
と
心
配
ご
と
や

悩
み
ご
と
を
相
談
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
の
交
流
会
で
す
。
こ
の

交
流
会
は
、「
話
し
た
い
人
だ
け

が
話
し
、
無
理
に
話
さ
な
く
て
も

よ
い
」「
他
の
人
の
話
を
否
定
せ
ず
、

じ
っ
く
り
聞
く
」「
交
流
会
で
話
さ

れ
た
こ
と
は
他
言
し
な
い
」
な
ど

の
約
束
ご
と
が
あ
り
、
匿
名
で
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
実
施
日
時
　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
時
　
分
～
　
時
　
分
（
８
月

１３

３０

１５

３０

は
休
み
）

▼
と
こ
ろ
　
滝
川
市
ま
ち
づ
く
り

ひ
き
こ
も

ひ
き
こ
も
りり

家
族
交
流
会
の
ご
案

　
家
族
交
流
会
の
ご
案
内内

　
対
象
事
業
に
参
加
す
る
と
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
り
、　
ポ
イ
ン
ト
で

１０

健
康
に
役
立
つ
グ
ッ
ズ
と
交
換
で

き
ま
す
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

は
、
対
象
事
業
の
参
加
時
や
市
役

所
で
配
布
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を

た
め
て
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う
！

▼
対
象
事
業
　
健
康
診
査
・
が
ん

検
診
（
得
と
く
健
診
等
）、
健
診

結
果
説
明
会
、
妊
婦
・
成
人
歯
科

健
診
、
チ
ェ
ア
ビ
ク
ス
教
室
、

元
気
は
つ
ら
つ
教
室
、
出
前
講

座
、
介
護
教
室
な
ど
各
種
教
室
、

チ
ロ
ル
学
園
、
歩
こ
う
会
、
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
な
ど

※
そ
の
ほ
か
、
体
重
・
血
圧
・
歩
数

の
記
録
提
出
で
ポ
イ
ン
ト
付
与
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保

健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
・
３
２
１
３
）

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
をを

実
施
し
ま

　
　
　
　
　
実
施
し
ま
すす
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☎

蜂
の
巣
の
駆
除
に
つ
い

蜂
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
てて

　
蜂
の
行
動
が
活
発
な
季
節
を
迎

え
ま
し
た
が
、
市
で
は
蜂
の
巣
の

駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

自
宅
敷
地
内
で
の
駆
除
は
専
門
業

者
（
有
料
）
に
依
頼
す
る
か
、
市

が
無
料
で
貸
し
出
す
防
護
服
を
着

用
す
る
な
ど
、
安
全
を
確
保
し
た

う
え
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
園
や
道
路
な
ど
の
公

共
の
敷
地
内
で
蜂
の
巣
を
発
見
し

た
場
合
は
、
市
へ
情
報
提
供
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

生
物
に
絶
対
に
エ
サ
を
あ
げ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
1
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

　
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
で
、
野
生

生
物
は
人
が
食
べ
物
を
く
れ
る
も

の
だ
と
思
い
、
人
を
恐
れ
な
く
な

り
ま
す
。
ご
み
を
荒
ら
し
て
い
る

カ
ラ
ス
等
の
野
生
生
物
を
追
い
払

お
う
と
し
て
も
、
逃
げ
な
く
な
っ

た
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
農
作
物
へ
の
被
害
、
フ
ン
に
よ

る
建
物
な
ど
の
汚
れ
、
収
集
前
に

ご
み
袋
を
破
い
て
生
ご
み
等
を
散

乱
さ
せ
る
、
繁
殖
期
に
威
か
く
や

攻
撃
を
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
す
。

　
エ
サ
や
り
は
フ
ン
害
を
引
き
起

こ
す
ば
か
り
で
な
く
、
過
度
な
繁

殖
を
招
く
の
で
カ
ラ
ス
等
の
野
生

野
生
生
物
に
エ
サ
を
あ

野
生
生
物
に
エ
サ
を
あ
げげ

な
い
で
く
だ
さ

な
い
で
く
だ
さ
いい

 村  田 　
むら た

 竜  輝 くん（真ん中）
たつ き

　テレビで音楽が流
れると、夢中になっ
て聴いていたり、物
真似をよくします。
バナナやイチゴなど
の果物が大好きです。
　将来は、誰にでも
やさしくできる子に

１歳６か月～東光三区地区～

育ってほしいです。（今回はお兄ちゃんたちに
も写真に入ってもらいました。）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料料

減
免
制
度
の
お
知
ら

減
免
制
度
の
お
知
ら
せせ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
世
帯
の
主
た
る

生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
場
合
や
、
世
帯

の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
が

　
分
の
３
以
上
減
少
し
た
被
保
険

１０者
の
方
は
「
保
険
料
減
免
制
度
」

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
税
務
グ
ル
ー
プ
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
減
免
対
象
者
　

　
以
下
茨
、
芋
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

茨
本
感
染
症
の
影
響
で
世
帯
の
主

た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
方

芋
本
感
染
症
の
影
響
で
世
帯
の
主

た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入

（
※
）
な
ど
が
減
少
し
た
方

※
事
業
収
入
な
ど
が
減
少
し
た
場

合
の
要
件

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
し
た
場
合
、

対
象
と
な
り
ま
す
。

臼
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
収
入
等
の
い
ず
れ
か
の
減

少
額
が
前
年
の
　
分
の
３
以
上

１０

で
あ
る
こ
と

渦
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
０

０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

嘘
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

事
業
収
入
等
に
係
る
所
得
以
外

の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
4

0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

▼
減
免
対
象
保
険
料
　

茨
令
和
４
年
度
分
保
険
料
で
あ
っ

て
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
　
日
ま
で
の
間

３１

に
普
通
徴
収
の
納
期
限
が
設
定

さ
れ
て
い
る
保
険
料

芋
令
和
３
年
度
分
保
険
料
で
あ
っ

て
、
令
和
３
年
度
末
に
資
格
を

取
得
し
た
こ
と
等
に
よ
り
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

３
月
　
日
ま
で
の
間
に
普
通
徴

３１

収
の
納
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い

る
保
険
料

▼
申
請
方
法
　
保
険
料
減
免
の
申

請
を
行
う
場
合
は
、
税
務
グ
ル

ー
プ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
1
階
緯
４
２
・
３
２

１
７
）
ま
た
は
、
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
０
１

１
・
２
９
０
・
５
６
０
１
）
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市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
土
木
作
業
員
 

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

罫
介
護
員（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

茎
夜
間
専
門
支
援
員

▼
求
人
数
　
２
人
　
　
歳
以
上

１８

荊
歯
科
助
手
ま
た
は
歯
科
衛
生

士
▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

３５

蛍
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

計
電
子
部
品
組
立
工

▼
求
人
数
　
２
人
　
　
歳
以
下

５９

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
・
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報

求
人
情
報
 （
５
（
５
月月
　
日
現
在
）

日
現
在
）

１１１１

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金
のの

繰
上
げ
・
繰
下
げ
請

　
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求求

減額率年齢

３０％６０歳

２４％６１歳

１８％６２歳

１２％６３歳

６％６４歳

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
　
歳
６５

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
希
望
に

よ
り
　
歳
に
な
る
前
や
　
歳
以
後

６５

６６

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、　
歳
よ
り
早
く
繰
上

６５

げ
て
受
け
取
る
と
減
額
さ
れ
、　６６

歳
よ
り
遅
く
繰
下
げ
て
受
け
取
る

と
増
額
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
度
、
繰
上
げ
・
繰
下

げ
請
求
を
す
る
と
生
涯
同
じ
割
合

で
、
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
た
年

金
額
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
増
減
の
率
に
つ
い
て
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
繰
上
げ
た
場
合
の
注
意
点

①
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
（
退
職

共
済
）
年
金
の
定
額
部
分
の
一

部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

②
　
歳
に
な
る
ま
で
、
遺
族
厚
生

６５（
遺
族
共
済
）
年
金
と
繰
上
げ

し
た
老
齢
基
礎
年
金
を
一
緒
に

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■繰下げ受給時の増額率

■繰上げ受給時の減額率

増額率年齢

 ８．４％６６歳

１６．８％６７歳

２５．２％６８歳

３３．６％６９歳

４２．０％７０歳

▽
繰
下
げ
た
場
合
の
注
意
点

①
原
則
、
他
の
年
金
（
老
齢
厚
生

年
金
を
除
く
）
を
受
け
る
権
利

が
あ
る
場
合
は
繰
下
げ
請
求
が

で
き
ま
せ
ん
。

③
障
が
い
の
程
度
が
重
く
な
っ
た

場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

④
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
、
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
繰
上
げ
請
求
を
取
り
消
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

②
振
替
加
算
は
増
額
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
繰
下
げ
待

機
期
間
中
は
振
替
加
算
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
・
２
１
４
４
）

繋
忍
び
寄
る
犯
罪
組
織
の
国
際
化

　
あ
な
た
の
目
が
街
を
守
る

赤
歌
警
察
署
か
ら
の

赤
歌
警
察
署
か
ら
の
　
　

お
知
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せせ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
け
る
水
際
対
策
の
見
直
し
に

よ
る
就
労
外
国
人
の
新
規
入
国
が

一
部
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
深

刻
な
人
手
不
足
や
外
国
人
技
能
実

習
制
度
の
活
用
に
よ
る
外
国
人
雇

用
の
増
加
に
伴
う
来
日
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
外
国
人
に

よ
る
不
法
滞
在
や
不
法
就
労
な
ど

の
犯
罪
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、

警
察
や
関
係
機
関
の
み
な
ら
ず
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
の
で
、「
お
か
し
い
な
？
」

と
思
っ
た
ら
警
察
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

罫
「
薬
物
、
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
覚
醒
剤
や
大
麻
な
ど
の
薬
物
を

乱
用
す
る
と
、
身
体
や
精
神
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
記
憶
障
が
い
や

人
格
が
変
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
、
S
N
S
な
ど
で
依
存
症

や
危
険
性
は
な
い
と
い
う
よ
う
な

誤
っ
た
情
報
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
薬
物
は
一
度
手
を
出
す
と
強

い
依
存
性
で
自
分
の
意
思
で
は
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
も
し
違
法
薬
物
を
勧
め
ら
れ
た

り
誘
わ
れ
た
り
し
た
ら
、
き
っ
ぱ

り
と
断
り
、
警
察
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

茎
二
輪
車
も
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で

交
通
事
故
防
止

　
バ
イ
ク
は
車
体
が
小
さ
く
見
え

る
の
で
、
車
か
ら
見
落
と
さ
れ
や

す
く
、
速
度
が
遅
い
と
思
わ
れ
た

り
、
発
見
が
遅
れ
て
衝
突
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ラ
イ
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
過
ぎ
ず
に
、
カ
ー
ブ

手
前
で
の
減
速
を
す
る
な
ど
、
自

分
の
体
力
や
経
験
に
合
わ
せ
た
運

転
を
心
が
け
、
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
４
２
・
０
１
１
０
）

･ ･
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無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離

婚
、
相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
６
月
７
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１０

１２

 冨
  岡
 　

と
み
 お
か

 俊
  介
 弁
護
士

し
ゅ
ん
 す
け

▽
６
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

２１

１０

１２

 小
  荒
  谷
 　

こ
 あ
ら
 や

 勝
 弁
護
士

　
ま
さ
る

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

札
幌
弁
護
士

札
幌
弁
護
士
会会

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
会会

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
　
　

予
防
接
種
の
ご
案

　
　
予
防
接
種
の
ご
案
内内

　
高
齢
者
の
肺
炎
は
「
肺
炎
球

菌
」
感
染
に
よ
る
も
の
が
最
も
多

く
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
は
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
約

７
割
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る

定
期
接
種
の
対
象
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

　
①
に
該
当
す
る
方
に
は
、
６
月

中
旬
に
ご
案
内
と
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
②
に
該
当
す
る
方
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
介
護
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・
３

２
１
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
案
内
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

送
り
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　
６
月
　
日
（
月
）

２０

か
ら
実
施
医
療
機
関
で
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
。
予
約
制
で

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
電
話
等

で
医
療
機
関
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
実
施
医
療
機
関
　
歌
志
内
市
立

病
院
（
緯
４
２
・
３
１
８
５
）
、

勤
医
協
上
砂
川
診
療
所
（
緯
６

２
・
２
２
０
４
）

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
市

外
医
療
機
関
等
に
入
院
し
て
い

る
な
ど
、
市
内
の
医
療
機
関
で

接
種
で
き
な
い
方
は
保
健
介
護

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
持
参
す
る
も
の
　
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
・
保
険
証

▼
そ
の
他
　

・
接
種
で
き
る
期
間
は
７
月
１
日

（
金
）
～
令
和
５
年
３
月
　
日
３１

（
金
）
で
す
。

・
定
期
接
種
以
外
の
方
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
接
種
さ
れ
た
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

＜今年度の定期接種対象＞

生 年 月 日年齢区分

昭 和３２年４月２日 生 ～ 昭和３３年４月１日生６５歳

①

昭 和２７年４月２日 生 ～ 昭和２８年４月１日生７０歳

昭和２２年４月２日生～昭和２３年４月１日生７５歳

昭和１７年４月２日生～昭和１８年４月１日生８０歳

昭和１２年４月２日生～昭和１３年４月１日生８５歳

昭和 ７年４月２日生～昭和 ８年４月１日生９０歳

昭和 ２年４月２日生～昭和 ３年４月１日生９５歳

大正１１年４月２日生～大正１２年４月１日生１００歳

６０～６４歳の方で、心臓、腎臓、呼吸機能に障がいがあるために、
日常生活活動が極度に制限される方。

②

　
市
で
は
、
次
の
日
程
で
「
無
料

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
家
庭
問
題
・
近
隣
間

の
も
め
ご
と
な
ど
で
お
悩
み
の
方

を
対
象
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
人

権
・
困
り
ご
と
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
６
月
２
日
（
木
）　１３

時
～
　
時
１５

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

無
料
人
権
・
困
り
ご

無
料
人
権
・
困
り
ご
とと

相
談
所
を

　
　
　
　
相
談
所
を
開開
設設

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

※
札
幌
法
務
局
滝
川
支
局
（
緯
２

３
・
２
３
３
０
）
で
も
常
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
電
話
４
２
・
３
２
１
４
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
総
北
海

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■
ふ
る
さ
と
納
税
　
　
　
　
　
　

▽
滝
上
町
　
 佐
  藤
 　

さ
 と
う

 隼
  輔
 さ
ん
か

し
ゅ
ん
 す
け

ら
　
　
　
　
　
　
現
金
１
万
円

　
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
に

は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
師
や
薬

剤
師
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

希
望
を
伝
え
る
か
、
医
療
機
関
や

薬
局
の
窓
口
に
「
希
望
カ
ー
ド
」

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
お
願
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
希
望
カ
ー
ド
」
が
必
要
な
方

は
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
効
き
目
・
安
全
性
に
つ
い
て

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
こ

れ
ま
で
効
き
目
や
安
全
性
が
実
証

さ
れ
て
き
た
新
薬
と
同
等
の
効
果

・
効
能
を
持
ち
、
厚
生
労
働
省
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
安
全
な
薬

で
す
。

※
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
ず
主
治

医
や
薬
剤
師
に
よ
く
相
談
し
ま

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
のの

利
用
に
つ
い

利
用
に
つ
い
てて

　
日
本
に
お
住
ま
い
の
　
歳
以
上

２０

　
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に

６０加
入
し
保
険
料
を
納
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
年
金
制
度
の
内
容
や
メ

リ
ッ
ト
、
保
険
料
の
免
除
の
手
続

き
な
ど
を
、
初
め
て
加
入
す
る
方

に
も
わ
か
り
や
す
く
動
画
で
ご
案

内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

　
歳
到
達
者
へ
の
年
金

歳
到
達
者
へ
の
年
金
制制

２０２０度
周
知
動
画
の
ご
案

度
周
知
動
画
の
ご
案
内内

く
だ
さ
い
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
・
２
１
４
４
）
へ
。

教
科
書
展
示
会
を

教
科
書
展
示
会
を
           

開
催
し
ま

                開
催
し
ま
すす

　
義
務
教
育
学
校
（
前
期
課
程
及

び
後
期
課
程
）
で
使
用
し
て
い
る

教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
教
科
書
を
ご
覧
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
～

　
日
（
木
）

１６
▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２
・

４
２
２
３
）

※
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
の

場
合
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

周
知
し
ま
す
。

…………………

…………………

し
ょ
う
。

■
価
格
に
つ
い
て

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用

す
る
と
、
薬
に
よ
っ
て
は
、
新
薬

よ
り
３
割
以
上
、
中
に
は
５
割
以

上
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
緯
０
１

１
・
２
９
０
・
５
６
０
１
）ま
た

は
、
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
（
市

役
所
１
階
緯
４
２
・
３
２
１

７
）

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

い
ま
せ
ん
。

　
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道

政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
〒
0
6
0

・
8
5
8
8
　
札
幌
市
中
央
区

北
3
条
西
6
丁
目
　
緯
０
１
１

・
２
０
４
・
５
５
２
３
、
F
A

X
０
１
１
・
２
４
１
・
８
１
８

１
、
メ
ー
ルk

u
jy
o
u
.k
o
u
e

k
i@
p
re
f.h
o
k
k
a
id
o
.lg
.j

p
）ま
た
は
、
空
知
総
合
振
興
局

総
務
課
（
〒
0
6
8
・
8
5
5

　
U
R
L（h

ttp
s://w

w
w
.p
r

e
f.h
o
kka
id
o
.lg
.jp
/ss/d

sc
/k
u
jy
o
u
-m
o
u
sita

te
.

h
tm
l

）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
苦
情
申
立
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
以
下
の
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
も

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
っ
て

▼
電
話
相
談
受
付
時
間
　
毎
日
　１９

時
～
翌
8
時

▼
電
話
番
号
　
＃
８
０
０
０
ま
た

は
０
１
１
・
２
３
２
・
１
５
９

９
あ
る
か
、
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
応

急
手
当
を
す
れ
ば
良
い
の
か
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
、
小
児
救

急
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
相
談
は
、
家
庭
で

の
一
般
的
対
処
に
関
す
る
助
言
・

ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
り
、
電
話
に
よ

る
診
断
・
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。 

に
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

に
代
わ
っ
て
、
公
正
で
中
立
的
な

立
場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対

し
必
要
な
調
査
等
を
行
い
、
審
査

の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な
点

や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、

対
象
と
な
る
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
も
じ
ゅ
う

ぶ
ん
配
慮
し
ま
す
。

▼
苦
情
申
し
立
て
窓
口

　
道
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
子
ど

も
の
急
な
発
熱
や
お
う
吐
、
け
が

な
ど
の
際
に
、
看
護
師
や
小
児
科

医
師
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
、
す

ぐ
に
救
急
病
院
に
か
か
る
必
要
が

　
北
海
道
庁
の
道
政
相
談
セ
ン
タ

ー
も
し
く
は
各
総
合
振
興
局
・

振
興
局
の
総
務
課
（
苦
情
申
立

書
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
）

▼
申
立
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
立
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。

北
海
道
苦
情
審
査
委
員

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制制

度
を
ご
存
じ
で
す
か

度
を
ご
存
じ
で
す
か
？？

　
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
は
、

北
海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の

内
容
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る

苦
情
で
あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員

北
海
道
か
ら
の
お
知
ら

北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せせ
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